
 

 

 

 

 

 

 

 １０月１４日（土）、４年ぶりの“うおずみ祭り”が開催され

ました。この４年ぶりの“うおずみ祭り”には魚住小学校の６年

生がアイデアいっぱいのお店を出店したり、魚住小学校の第２校

歌である“くすのきスクスク大作戦”にのせ、幼児から高齢者ま

で体を動かせる子どもたちが考えた“くすのん体操”や６年生の

創作劇「魚住村のくすのきを救え」を披露するなど、地域のみな

さんや地域のいろいろな団体さんと一緒に“うおずみ祭り”を盛

り上げました。 

 今回“うおずみ祭り”へ６年生が参画しましたが、「こんなこ

とができたらいいな」といった話がでたのは、昨年から魚住まち

づくり協議会さんが企画された、地域のだれでもが参加し、魚住

のまちの未来について話をする“くすのん広場”に魚住小学校の

子どもが参加し、地域の方と対話を始めたことがきっかけです。  

もっとさかのぼってみるとまちづくり協議会さんが、２０２０年

に、６年生の国語科の「町の幸福論」で、まちづくり協議会さんが日

頃取組まれている“まちづくり”について子どもたちに知ってもらえ

たらと始めた“６年生まちづくり出前講座”がそもそものスタートか

なと思います。 

 この出前講座ではまちづくり協議会さんのスタッフがゲストティー

チャーとして、①「魚住のまちづくりを知ること！！」②「自分たち

の住む魚住を振り返ってみよう！！」③「自分たちが考えた魚住のま

ちの未来を発表しよう！！」と３回シリーズで行われました。 

 こうした出前講座が、くすのん広場へとつながっていきます。 

 ２０２２年６月にくすのん広場の前身となる“まちづくりサロン（仮）”が住民のみなさん

と、清水高校のボランティア部の生徒さんと先生が参加されスタートしました。この対話には、

①自由に参加、②批判はしない、③テーマを決めないというルールがあり、自由に対話ができる

雰囲気を大切にされているんだなと思います。 

 その後８月には“まちづくりサロン（仮）”を発展させた“第１回くすのん広場”が開催され

ました。この自由な対話の中で、次のようなアイデアが出てきたそうです。 

 ◆お地蔵さんを探せ！…地域のあちこちにあるお地蔵さんを探すイベント。 
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◆アウトドア教室…学校の校庭でテントを張り、カレー作りをする。 

◆地域での花火…魚住町全体で 

◆コンサート・音楽イベント…気軽に参加できるもの、音楽フェス（金ヶ崎公園や小学校の運

動場で） 

◆みんなの学校…先生を募集して講座を開く 

◆転勤妻の会…地域とのつながりを持ちにくい人を対象に 

◆父親同士の語り合いの場…親子のかかわり方など 

◆BARくすのき…男性が気軽に集い、雑談できる場として、夕方～夜に開催。お酒が無理な

ら、こだわりのコーヒーなどを提供する。 

 こうした何でも話し合える雰囲気が後々、子どもたちが

参加したときに、子どもたちを包み込んでくれるベースに

なっていったんだろうなと思います。 

 “第２回くすのん広場（１０月）”では、小学校にも声

をかけられ、先生や子どもたちが参加し、対話に加わった

そうです。きっと先生方も子どもたちもドキドキだったの

ではと思います。しかし、３つのルールの中で自由に話し

合える雰囲気の中で、国語の「町の幸福論」で自分たちの

まちの未来を考えている最中であったこともあり、地域の課題ややってみたいことなど、どんど

ん対話に参加し、子どもからは、①みんなでお料理をしたい、②学校でお泊り会をしたい、③

「くすのんダンス」を考えて動画を作りたいなどがでたそうです。そんな子どもたちのアイデア

を何か是非、実現できたらと思われたそうです。 

 “第３回くすのん広場（１２月）”前回に引き続き、小学校からの参加だけではなく、中学生

も１名参加するなど、子どもたちの参加が増えてきたのもこの会の雰囲気だけでなく、子どもた

ちにとっても何かワクワク感があったんだろうなと思います。今回は次のようなアイデアがでた

ようです。 

◆学校内でできるイベント・・・お泊りキャンプ、肝試し、校則なしの 1日、鬼ごっこや階段

駆け上がり競争など。 

◆魚住町みんなでできるイベント・・・スポーツ大会、町民運動会、魚住美術展、楽しく参加

できる防災訓練、お祭り、フェス、自慢大会など。 

◆くすのんダンスを考えて TikTok、YouTubeの配信、第 2校歌でダンスを考える、など。 

 “第４回くすのん広場（２月）”では子どもの参加がさらに増えてました。子どもたちもこの

くすのん広場にもなれ、いろいろな立場や年齢の人との対話の中で、子どもたちも成長してきた

ようです。 

 “第５回くすのん広場（３月）”が今年度最後のくすのん広場となりましたが、子どもの参加

がささらに増えるなど、子どもたちの中に“くすのん広場”が浸

透してきたんだなと感じます。これまででたアイデアを具体的に

していくために、次の５つのテーマについて話し合われたそうで

す。 

① 歴史や文化を知る  

② 自然ともっと仲良しに 

③  音楽に親しもう！ 



④ みんなで作る楽しいイベント 

⑤ 学校で楽しいイベントができればいいな！ 

  そして最後に、授業計画案をつくり発表されました。 

  こうした定期的な５回のくすのん広場での対話が、学年を超えてバトンタッチされていったん

だと思います。 

 そして今年度の６月に開催された“第６回くすのん広場（６月）”では、いよいよ“うおずみ

祭り”について話し合われました。今年度当初から小学校と連携するなかで、６年生が授業の一

環として“うおずみ祭り実行委員”として、くすのん広場に参加するなど、子どもたちが地域に

参画し、“うおずみ祭り”へと学年が動き始めたようです。 

 このあと、出店に向け、子どもたちからでた１５の案から６つに絞るために、まちづくり協議

会のメンバーさんが委員となり、プレゼンで出店審査会を行ったり、第２校歌「くすのきスクス

ク大作戦」の曲にあわせた体操づくりなど、子どもたちは“う

おずみ祭り”へと準備を進めていったそうです。出店を決める

プレゼンでは審査員の厳しい目や、ダンスから体操に変えてい

ったのも、“みんなが”ということに子どもたちはこだわった

からだと思います。お祭りが終わったら終わりではなく、収支

決算報告の作成などまだまだ続きます。子どもたちにとっては

起業体験の場にもなっているのかもしれないですね。 

 こうした取組を振り返りながら見てみるとや

っぱり地域との対話の中で、子どもたちの地域

とつながった学びが生まれていくんだなと改め

て感じました。今回の魚住小学校の取組は、教

科の学びを、「幸せのまち魚住のために～自分

たちができること～」の活動を通す中で“社会の様々な場面で活用できる汎用的な能力”へと高

めていくカリキュラムデザインにチャレンジされたのではと思います。こうしたカリキュラムが

地域に根差した持続化なカリキュラムへの一歩になっていくんだと強く感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「町の幸福論」をきっかけに地域との対話が始まり、国語の勉強で終わりではなく、国語をき

っかけに、様々な挑戦が始まったこの取組は、これからの学びを考えるヒントになるのではと思

っています。この魚住小の学びがどのように広がるか楽しみです。     （文責：北本） 

【魚住小学校ホームページより（魚小 HP参照）（http://scwww.edi.akashi.hyogo.jp/~el_uozm/） 

みんなが楽しみにしていた「うおずみ祭り」が 4年ぶりに開催されました。6年生は、「幸せの

まち魚住のために～自分たちができること～」に向かい、これまで学んできたことを活かして出

店したり、まちフェス！！に出演したりと大活躍でした。自分たちのふるさと魚住に住む人たち

の繋がり・笑顔・幸せを願い、それを原動力に仲間、先生、地域の皆さんとたくさん語り合い、

力を合わせて挑戦してきました。祭りを楽しみながらも子どもたちから「接客の仕方をもっと考

えなあかんな。」「チケット購入がもっとスムーズにいくように次はこうしたらどうかな…。」

と課題や改善点についての声が上がっていました。次に繋がる学びが既に始まっているようで

す。そして、「6年生のチケット完売です！」のアナウンスに 6年生から「やったー！」の歓声

が上がりました。子どもたちから「すごく楽しかったです！やってよかった！」とみんなを幸せ

にするような笑顔のプレゼントをもらい、こちらも幸せな気持ちになりました。 

http://scwww.edi.akashi.hyogo.jp/~el_uozm/

